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発行 大馬越地区コミュニティ協議会    電話４４－２７７３ 

会長 水流信雄     主事 久永行雄   職員 黒武者真理子 

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
に
引
き
続
き
、
行
わ
れ
た
ニ
ジ

マ
ス
つ
か
み
取
り
大
会
で
し
た
が
、
雨
の

中
、
肌
寒
い
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
子
供

達
は
、
大
人
た
ち
の
心
配
を
よ
そ
に
、
お

お
い
に
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
表
彰
式
を
行

い
、
必
死
に
下
ご
し
ら
え
を
し
て
い
た
だ

い
た
焼
き
立
て
の
美
味
し
い
ニ
ジ
マ
ス

と
お
に
ぎ
り
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
和
気

あ
い
あ
い
と
語
ら
い
、
寒
さ
も
忘
れ
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
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恒
例
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
曇
り
空
の
肌
寒
い
日
和
で
し
た

が
、
参
加
者
四
十
名
で
、
開
会
式
の
後
、
高
齢
者

ク
ラ
ブ
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
小
学

生
を
交
え
て
「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」
を
目
指
し
な

が
ら
、
皆
さ
ん
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
珍

プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
、
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。 

小
学
校
の
校
庭
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
芝
生
あ

り
、
鉄
棒
あ
り
、
障
害
物
が
一
段
と
プ
レ
ー
を 

盛
り
上
げ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。 

二
回
目
の
試
合
に
入
る
と
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
、
歓
声
が
上
が
り
始

め
、
四
名
の
方
が
、
見
事
「
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
」
を
達
成
さ
れ
ま
し

た
。
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
取
り
大
会

も
控
え
、
途
中
か
ら
、
雨
も
降
り

だ
す
中
で
の
大
会
で
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

入
来
ハ
ウ
ス
き
ん
か
ん
か
ご
し
ま
認
証
ブ
ラ
ン
ド
出
荷
始
ま
る 

今
年
も
鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
に
指
定

さ
れ
て
い
る
ハ
ウ
ス
キ
ン
カ
ン
の
鋏

入
れ
式
が
十
一
月
二
十
四
日
高
木
成

寛
氏
の
農
場
で
あ
り
、
そ
の
後
入
来

地
域
で
は
一
斉
に
収
穫
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
今
年
は
色
づ
き
が
良
く
、

大
玉
が
多
く
糖
度
も
上
々
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
大
馬
越
地
区
の
田

中
裕
孝
さ
ん
宅
農
園
に
お
き
ま
し
て

は
、
地
区
内
婦
人
方
の
応
援
を
頂
き

な
が
ら
収
穫
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ら

ゃ
い
ま
し
た
。 

田
中
さ
ん
宅
の
キ
ン
カ
ン
ハ

ウ
ス
の
面
積
は
一
・
五
㌶
で
昨

年
度
よ
り
は
収
穫
量
が
増
え
る

予
想
と
笑
顔
で
期
待
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

 
 

製
品
は
農
協
へ
全
量
出
荷
さ

れ
ま
す
が
、
二
月
上
旬
ま
で
こ

の
作
業
が
続
く
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
お
手
伝
い
さ
れ
て
い

る
三
名
は
収
穫
作
業
時
は
手
抜

き
は
出
来
な
い
が
、
十
時
の
お

茶
の
時
間
が
世
間
話
な
ど
で
一

番
楽
し
い
で
す
よ
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
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出水市西部地区むらづくり推進委員会先進地研修視察受入 

十
二
月
一
日(

火)

午
前
十
時
か
ら
出
水

市
西
部
地
区
む
ら
づ
く
り
推
進
委
員
会
十

九
名
が
当
地
区
コ
ミ
に
先
進
地
研
修
視
察

と
し
て
来
館
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
初
め
て

の
視
察
受
入
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
コ
ミ
協
三
役
で
対
応
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
各
部
会
長
と
自
治
会
長
に
出
席

を
い
た
だ
き
、
コ
ミ
協
の
概
要
に
つ
い
て
は

会
長
か
ら
、
各
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
部

会
長
及
び
自
治
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
各
自
治
会
長
に
説
明
し
て
も
ら
う
方
式 

を
と
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

視
察
者
か
ら
質
問
と
し
て
は
、
コ
ミ

協
設
立
に
対
す
る
当
時
の
苦
労
・
課
題

が
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
、
君

が
代
発
祥
の
地
と
し
て
入
来
町
は
ピ
ー

ア
ー
ル
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
さ

ざ
れ
石
と
あ
る
が
、
こ
の
入
来
町
に
そ

の
よ
う
な
石
が
あ
る
の
か
、
し
そ
ジ
ュ

ー
ス
は
知
っ
て
い
る
が
、
地
元
特
産
の

き
ん
か
ん
を
原
料
と
し
た
き
ん
か
ん
ジ

ュ
ー
ス
の
製
造
は
で
き
な
い
の
か
、
役

員
手
当
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
な
ど
の
質

問
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
七
年
度
原
子
力
防
災 

訓
練
説
明
会
開
催
さ
れ
る 

十
二
月
九
日
午
前
十
時

か
ら
本
庁
防
災
安
全
課
よ

り
コ
ミ
セ
ン
で
、
原
子
力

防
災
の
基
本
的
な
説
明
と

鹿
児
島
県
が
主
催
す
る
総

合
防
災
訓
練
の
説
明
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
当
日
は
参
加
者
が
少

な
い
で
し
た
が
、
防
災
に

つ
い
て
、
も
し
も
川
内
原

発
が
事
故
発
生
し
た
場
合

に
は 

に
は
、
ま
ず
、
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
く
、
ガ
ス
の
栓
を

止
め
る
、
高
齢
者
へ
の
声

掛
け
な
ど
基
本
的
な
事

を
日
頃
か
ら
訓
練
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
避
難
経
路
や
防

災
無
線
の
情
報
等
に
つ

い
て
は
、
指
示
が
あ
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
行
動

す
る
な
ど
説
明
を
受
け

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

県
総
合
防
災
訓
練
に
つ

い
て
は
、
二
十
日
の
午
後

か
ら
屋
外
に
い
る
方
は
、

屋
内
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
と
の
防
災
無
線
が

放
送
さ
れ
ま
す
。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植え付け前の整地作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

花苗種類 植栽本数 

ハボタン 252 本 

パンジー 336 本 

白妙菊 168 本 

ノースポール 224 本 

なでしこ 220 本 

計 1,600 本 

ふれあい花壇ボランティア作業で花苗植栽していただき、来春の開花が楽しみです 

大馬越小学校信号機手前、国道 328 号線歩道敷きの路

傍花壇に 12 月 8 日から 12 月 15 日にかけて来春用の

花苗 1,600 本をボランティア作業にて福寿会会員と環境

地域づくり部会員で、小雨の降る中に整地から植栽までを

していただきました。 

今年度は 5 種類の苗を植えましたが、来春には登校す

る小学生や国道を通過する車両から開花した花を楽しめ

るものと思います。 

当日参加していただきました会員の皆様には厚くお礼

を申し上げます。 

福
寿
会
・
環
境
地
域
づ
く
り

部
会
員
に
よ
る
植
栽
作
業 

小
学
校
生
と
高
齢
者
と
の 

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
開
催 

12 月 16 日午後から大馬越小学校にて、小学

生とPTA及び高齢者クラブとのふれあい餅つき

大会が実施されました。22 ㎏のさつま絹餅米を

使用し、小学生がきねを振りあげ立派な餅が出来

ました。参加者全員でもみ、丸くなーれと言いな

がら丸餅をぜんざいや焼きもちにして、参加者全

員一緒にごちそうになりました。ここまで来るに

は地域の協力があった賜物と田中校長先生から

感謝のねぎらいを頂き、食事の後は、生徒全員か

ら参加された皆さんに歌のプレゼントがありま

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴ
ー
ル
ド
集
落
長
野
下
自
治
会
の
活
動
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

空
き
家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
リ
ー
ン
作
戦
除
草
作
業
を
実
施 

長
野
下
自
治
会
は
ゴ
ー
ル
ド
集
落

で
あ
り
高
齢
化
が
益
々
進
む
中
で
、

高
齢
者
の
空
き
家
と
な
っ
た
進
入
路

及
び
住
宅
周
り
を
七
年
前
か
ら
自
治

会
員
全
員
で
除
草
作
業
を
し
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
家
は
現
在
空

き
家
と
な
っ
て
お
り
所
有
者
の
方
も

鹿
児
島
市
に
在
住
で
作
業
す
る
時
間

が
な
く
、
そ
こ
で
自
治
会
と
し
て
は

防
犯
対
策
も
含
め
て
十
二
月
十
五
日 

早
朝
よ
り
刈
払
機
や
な
た
な
ど
を

使
い
住
宅
ま
で
の
進
入
路
と
住
宅

周
り
を
丹
念
に
作
業
さ
れ
ま
し
た
。

浦
橋
自
治
会
長
に
よ
る
と
、
昔
か
ら

自
治
会
員
と
し
て
お
世
話
に
な
っ

た
方
で
あ
り
、
空
き
家
は
我
々
が
守

っ
て
い
き
ま
す
と
の
お
言
葉
を
頂

き
、
今
後
空
き
家
が
増
え
続
け
る
中

で
、
す
ば
ら
し
い
活
動
で
あ
り
ま

す
。 

 

上
記
写
真
は
、
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
に
従
事

さ
れ
た
方
々
で
す
が
、
四
十
四
歳
か
ら
八
十
二
歳

ま
で
十
八
名
の
方
が
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
時
の

様
子
で
す
。
左
は
、
休
憩
時
間
で
の
一
コ
マ
で
す

が
、
自
治
会
の
ま
と
ま
り
は
何
で
す
か
と
の
問
い

に
、
人
が
良
く
素
直
で
あ
る
。
次
に
女
性
の
参
加

が
積
極
的
で
あ
る
。
ま
た
無
理
無
駄
の
な
い
計
画

を
立
て
る
と
言
わ
れ
、
な
る
ほ
ど
と
し
っ
か
り
と

し
た
絆
が
結
ば
れ
て
い
る
な
ー
と
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
休
憩
後
は
、
女
性
会
員
は
花
壇
の

花
植
え
、
男
性
会
員
は
台
風
で
傷
ん
だ
資
源
ご
み

収
集
所
の
復
旧
作
業
と
終
日
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
こ
れ
で
気
持
ち
良
く
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
す
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
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友愛タオル・雑巾寄贈をいただきました。 

 

 

 

 

 

訂正記事 

 

 

 

 

 

町の話題 おおまごえコミ協便り大事に保存 

浦
橋
長
野
下
自
治
会
長
は
、
永
年
自
治
会
長
と
し
て
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
常
に
前
向
き
で
、
皆
が
尊
敬
す
る
方
で

あ
り
ま
す
が
、
先
月
コ
ミ
セ
ン
事
務
局
に
コ
ミ
協
便
り
の
創

刊
号
か
ら
五
号
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
来
館
さ
れ
、
な
に

を
す
る
ん
で
す
か
と
問
い
に
、
先
月
号
の
百
三
十
八
号
ま
で

は
全
て
保
存
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
大
事
に
保

管
・
保
存
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
事
務
局
と
し
て
も

感
銘
を
受
け
、
早
速
取
材
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
市
の
広
報
誌
も
大
事
で
あ
る
が
、
コ
ミ
協
全
体
の
こ
と
は

こ
の
便
り
が
私
に
と
っ
て
は
宝
で
す
と
言
わ
れ
、
地
区
の
敬

老
会
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
会
合
に
は
、
こ
の
便
り
の
中
か
ら
何

年
前
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
ど
、
世
間
話
に
利
用

さ
れ
て
お
り
事
務
局
と
し
て
は
発
行
に
は
苦
労
も
あ
り
ま
す

が
、
大
事
に
保
管
さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
毎
月
発
行
す
る

コ
ミ
協
便
り
も
今
後
更
に
充
実
し
た
内
容
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

十
二
月
十
三
日(

日)

入
来
総
合

グ
ラ
ン
ド
に
て
、
入
来
地
域
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
馬

越
地
区
が
見
事
優
勝
さ
れ
、
優
勝
旗

を
コ
ミ
セ
ン
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

当
日
は
大
馬
越
地
区
か
ら
四
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
総
勢
三
十
二
チ
ー
ム

の
中
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
団
体
優
勝
の

栄
冠
に
輝
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
毎
週
二
回
の
練
習
が
あ
り
、

そ
の
腕
を
磨
か
れ
た
成
果
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。 

今年も 12 月 15 日高齢者クラブ連合入来支部会員の皆さんから集められた、友愛タオル・

雑巾を寄贈していただきました。毎年寄贈していただき本当に助かります。 

今年のコミセン大掃除を 27 日に実施いたしますので、早速使用したいと思っています。あ

りがとうございました。 

先月号(12 月号)の、町の話題として掲載いたしました川内東交番が建設中の記事でありま

すが、正式名称では無く、仮称:川内東交番と入来町・祁答院町・樋脇町の 3 つの駐在所とな

っているものが、中村町を含めて 6 つの駐在所が統合するが正しい記事であり、地区の皆様

に誤解を与えてしまいました。訂正し深くお詫び申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※編集後記 

 今年も後数えるだけの日数となりましたが、この 1 年間皆様のご支援、 

ご協力によりまして、コミセン便りが毎月 8P 記事として発行出来たことは 

感謝の念に堪えません。時には記事の間違いに☏を頂いたり、内容について 

の問合せ等色々勉強をさせられました。地域の方々が熱心に目を通していた 

だいていることに何よりです。来年はもっとしっかりとしたコミ協便りにし 

ていきたい所存であります。 

来年さる年でありますが、宮田ヶ原遊遊サロン会員の方々が、干支のくるみ絵を 

作成されました。現在コミセンに展示してあります。是非ご覧ください。 

なお、コミ会長新年の挨拶等は２月号にて掲載いたします。 

皆様よいお年をお迎えください。 

 

 

 

  

 

 

 

 

今
月
の
短
歌(

ま
え
ご
ち
短
歌
会
よ
り
投
稿)  

牛
肉
と
紅
花
使
い
八
幡
巻
き
を 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

ひ
い
孫
の
祝
い
に
一
品
を
そ
う 

 
 

福
田
節
子(

山
下
自
治
会) 

◇わくわく馬越ん子塾開催について 

 開催日 平成２8 年１月 7 日(木)午前１０時から  

場 所 大馬越地区コミュニティセンター 

 内 容 書初め・七草粥・茶道・剣舞 

 参加者 小学生全員・地区内の高齢者・青少年部会員 

 

◇鬼火焚き 

 開催日 平成２8 年１月 4 日(月)午後 6 時から 

 場 所 長野下自治会公民館前水田(通称彼岸花通り) 

 ※地区外からも参加は大いに歓迎しますとのことです。 

 

1 月の主なコミ協お知らせ 

◇あいさつ運動について 

 実施日 平成２8 年１月 2０日(水)午前 7 時 15 分から 45 分まで 

 場 所 宮田ヶ原公民館前・小学校正門・コミセン入口 

 ※当番の方は早朝からですがよろしくお願いいたします。 

 



 

 

日 曜日 時間 行      事 日 曜日 時間  行      事 

１ 金 
 元旦 コミセン閉館 

可燃ごみ（大馬越） 
16 土 

  

2 
土 

 

  

コミセン閉館 
17 日 

  

3 日 

  

コミセン閉館 18 月 

15:00 入来地区コミ会長会 

（八重コミセンにて） 

可燃ごみ（中山・長野） 

4 月 

 

18：00 

     

仕事始め 

長野下自治会鬼火焚き 

不燃・可燃ごみ（中山・長野） 

19 火 

  

可燃ごみ（大馬越） 

5 火 
  

可燃ごみ（大馬越） 
20 水 

7：15 コミセンあいさつ運動 

6 水 
15:00 主事会議 

21 木 
9：30 大正琴 

可燃ごみ（中山・長野） 

7 木 
10:00 わくわく馬越ん子塾 

可燃ごみ（中山・長野） 
22 金 

13:30 こだま・生き生き体操 

資源・可燃ごみ（大馬越） 

8 金 
7：15 コミ合同あいさつ運動 

資源・可燃ごみ（大馬越） 
23 土 

  

9 土 
8：40 薩摩川内市消防出初式 

24 日 
  

10 日 
8：00 

 

粗大ごみ収集日 

（入来保健センター前） 
25 月 

 不燃ごみ（大馬越） 

可燃ごみ（中山・長野） 

11 月 
 成人の日 

可燃ごみ（中山・長野） 
26 火 

10：00 まえごち短歌会 

可燃ごみ（大馬越） 

12 火 
  

可燃ごみ（大馬越） 27 水 
  

13 水 

 

13:30 

 

JA 営農座談会 

 

28 

 

木 

 

  

可燃ごみ（中山・長野） 

14 木 
  

可燃ごみ（中山・長野） 
29 金 

 可燃ごみ（大馬越） 

資源ごみ（中山・長野） 

15 

 

金 

 

13:30 こだま・生き生き体操 

可燃ごみ（大馬越） 

資源ごみ（中山・長野） 

30 土 

  

    31 日   

 

大馬越地区コミュニティ協議会１月のカレンダー 


